
 
〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第　
　
　

号

警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
六
条
の
二
第
八
項
及
び
警
察
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年

政
令
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
察
官
職
務
執
行
法
第
六
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
管

 

理
者
へ
の
通
知
等
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

 

令
和
八
年　

月　
　
　

日
 

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長　

赤
間　

二
郎　
　

 

警
察
官
職
務
執
行
法
第
六
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
管
理
者
へ
の
通
知
等
に
関
す
る
規
則

 

（
定
義
）

 

第
一
条　

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
措
置
執
行
官　

警
察
官
職
務
執
行
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

 

る
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
措
置
執
行
官
を
い
う
。

 

二　

サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置　

法
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
置
を
い
う
。

 

三　

加
害
関
係
電
子
計
算
機　

法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
加
害
関
係
電
子
計
算
機
を
い
う
。

          



 

四　

承
認
の
求
め　

法
第
六
条
の
二
第
四
項
の
承
認
の
求
め
を
い
う
。

 
五　

勧
告　

法
第
六
条
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
い
う
。

 

（
管
理
者
へ
の
通
知
）

第
二
条　

法
第
六
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
電
子
メ
ー
ル
（
特
定
電
子
メ
ー
ル

の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子
メ
ー
ル
を
い

 

う
。
）
を
送
信
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

 

一　

当
該
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
を
と
っ
た
年
月
日

二　

当
該
加
害
関
係
電
子
計
算
機
を
識
別
す
る
ア
イ
・
ピ
ー
・
ア
ド
レ
ス
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八

十
六
号
）
第
百
六
十
四
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
ア
イ
・
ピ
ー
・
ア
ド
レ
ス
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
当
該
加
害
関
係

 

電
子
計
算
機
を
識
別
す
る
た
め
の
事
項

三　

当
該
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
の
概
要 

四　

当
該
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
を
と
っ
た
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
措
置
執
行
官
の
所
属
す
る
機
関 

 

（
関
東
管
区
警
察
局
長
に
よ
る
報
告
等
）

          



          

第
三
条　

関
東
管
区
警
察
局
長
は
、
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に

 
警
察
庁
長
官
（
以
下
「
長
官
」
と
い
う
。
）
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

警
察
庁
の
警
察
官
（
関
東
管
区
警
察
局
の
警
察
官
に
限
る
。
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
サ
イ
バ
ー
危

害
防
止
措
置
執
行
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
東
管
区
警
察
局
長
を
通
じ
て
、
長

 

官
に
報
告
し
、
そ
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

一　

サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
の
開
始
及
び
終
了 

二　

法
第
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議

 

三　

承
認
の
求
め

 

四　

法
第
六
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
通
知 

五　

法
第
六
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

３　

警
察
庁
の
警
察
官
で
あ
る
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
措
置
執
行
官
が
前
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
い
こ

 

と
と
す
る
と
き
も
、
同
項
と
同
様
と
す
る
。

４　

第
一
項
の
規
定
は
、
警
察
庁
の
警
察
官
で
あ
る
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
措
置
執
行
官
が
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
を
終
了
し



          

 

た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 
（
警
察
本
部
長
に
よ
る
報
告
等
）

第
四
条　

警
察
本
部
長
（
警
視
総
監
又
は
道
府
県
警
察
本
部
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
を
と

 

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
警
察
の
警
察
官
で
あ
る
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
措
置
執
行
官
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
次
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
」

と
、
「
関
東
管
区
警
察
局
長
を
通
じ
て
、
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
三
号
」
と

 

あ
る
の
は
「
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
項
第
三
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３　

警
察
本
部
長
は
、
都
道
府
県
警
察
の
警
察
官
で
あ
る
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
措
置
執
行
官
が
前
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三

号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
長
官
に
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

 

い
。

４　

都
道
府
県
警
察
の
警
察
官
で
あ
る
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
措
置
執
行
官
が
前
条
第
二
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

 

を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。



          

５　

第
一
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
警
察
の
警
察
官
で
あ
る
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
措
置
執
行
官
が
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
を

 
終
了
し
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

 

６　

警
察
本
部
長
は
、
勧
告
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
長
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
の
記
録
）

第
五
条　

サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
措
置
執
行
官
は
、
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
の
状
況
を
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
子
的

方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子

 

計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
合
同
処
理
）

第
六
条　

関
係
都
道
府
県
警
察
が
合
同
処
理
（
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
に
つ
い
て
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

二
号
）
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
都
道
府
県
警
察
が
共
同
し
て
行
う
処
理
で
あ
っ
て
、
関
係
都
道
府
県

警
察
の
一
の
警
察
官
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
揮
（
第
三
号
に
お
い
て
単
に
「
指
揮
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
せ
る
も
の
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
と
き
は
、
関
係
都
道
府
県
警
察
の
警
察
本
部
長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
そ

 

の
内
容
に
含
む
協
定
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



          

 

一　

合
同
処
理
に
係
る
都
道
府
県
警
察

 
二　

合
同
処
理
に
係
る
事
案

 

三　

当
該
一
の
警
察
官
が
指
揮
を
行
う
に
当
た
っ
て
遵
守
す
べ
き
事
項

 

四　

当
該
一
の
警
察
官
の
指
名

 

五　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
合
同
処
理
を
行
う
た
め
必
要
な
事
項

２　

前
項
の
規
定
は
、
長
官
が
警
察
法
第
六
十
一
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
東
管
区
警
察
局
及
び
関
係
都
道
府
県
警
察

 

に
共
同
し
て
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
に
つ
い
て
処
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
定
め
る
方
針
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
等
） 

第
七
条　

長
官
は
、
国
家
公
安
委
員
会
に
対
し
、
毎
年
度
少
な
く
と
も
一
回
、
関
東
管
区
警
察
局
及
び
都
道
府
県
警
察
に
お
け

る
サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
の
実
施
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

一　

承
認
の
求
め
及
び
当
該
承
認
並
び
に
法
第
六
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
そ
れ
ぞ
れ
の
件
数
及
び
概
要 

二　

勧
告
の
件
数
及
び
概
要 

２　

長
官
は
、
長
官
又
は
警
察
本
部
長
が
勧
告
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
国
家
公
安
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の



          

 

と
す
る
。

３　

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
長
官
は
、
国
家
公
安
委
員
会
か
ら
、
関
東
管
区
警
察
局
及
び
都
道
府
県
警
察
に
お
け
る

サ
イ
バ
ー
危
害
防
止
処
置
の
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
状
況
を
報
告
す
る
も

 

の
と
す
る
。

４　

前
三
項
の
規
定
は
、
警
察
本
部
長
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
国
家
公
安
委

員
会
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
ぞ
れ
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
、
「
関
東
管
区
警
察
局
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
」

と
、
第
二
項
中
「
は
、
長
官
又
は
警
察
本
部
長
が
」
と
あ
る
の
は
「
は
、
」
と
、
「
国
家
公
安
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
都

 

道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

 

附　

則

こ
の
規
則
は
、
重
要
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
行
為
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


